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（様式１） 

大阪市立淀川中学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

  

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

本校は不登校生徒の増加、家庭での学習習慣が身についていないことが課題として挙げ

られる。令和５年度より「全学年２学級を３学級展開による少人数授業」「学びルーム(い

わゆるスペシャルサポートルーム)の設置、整備」を大きな柱として、全教職員が総力を

あげて取り組んだ。その結果、一定の成果はあったものの、全国学力学習状況調査や大

阪府チャレンジテスト（大阪市 plus も含む）の数値を検証すると、まだまだ改善の余地

はある。今年度は「全学年２学級を３学級展開による少人数授業」については３年生の

みとなったが、従来より取り組んでいる ICT 機器の活用のさらなる『進化』、「主体的・

対話的で深い学び」の要素を取り入れた授業の『推進』、３年間で系統立てされた「人権

学習」、「平和学習」、職場体験学習、職業講話などの「キャリア教育」、「健康教育」「性

教育」「食育」、地域・区役所・消防署と連携した「防災学習」などを大きな軸とした総

合的な学習の時間の『充実』を継続して図っていく。また、学校元気アップ地域本部の

方々の協力のもと、家庭学習用プリントを印刷していただき、学習に向かうきっかけと

する取り組みも継続しておこなっていく。 

 

中期目標 … 大阪市教育振興基本計画(R6.3 中間見直し版)より抜粋 

【安全・安心な教育の推進】 

〇「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯

定的な「思う」と回答する生徒の割合 【全国学力・学習状況調査】を令和７年度末まで

に８５．０％以上にする。 

〇不登校児童生徒の在籍比率の対全国比【本市独自調査】を令和７年度末までに１．３

０％以下にする。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

〇「学級の友達（生徒）との間で 話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げ

たりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童生徒

の割合【全国学力・学習状況調査】を令和７年度末までに３５．０％以上にする。 

〇ＣＥＦＲ Ａ１レベル（英検３級）相当以上の英語力を有する中学３年生の割合（４技

能）【大阪市英語力調査】を令和７年度末までに５６％以上にする。 

〇「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、最

も肯定的な「好き」と回答する生徒の割合 【全国体力・運動能力、運動習慣等調査】を

令和７年度末までに５３．６％以上にする。 

【学びを支える教育環境の充実】 

〇授業日において、児童生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日

の半数を超えた学校の割合【本市独自調査】〔ただし、学校行事等ＩＣＴ活用が適さない

日数を除く〕を令和７年度末までに７５％以上にする。 

〇教員の勤務時間の上限に関する基準２（本市基準）〔１年間の時間外勤務時間が 720 時間以下、時間外勤務時間が 45 時

間を超える月数６以下、時間外勤務時間が 100 時間を超える月数０、直近２～６か月の時間外勤務時間の平均が 80 時間を超える月数０、を全て満たす。〕を満た

す教職員の割合を令和７年度末までに８４．９％以上にする。 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安全・安心な教育の推進】 

〇年度末の校内調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的

に回答する生徒の割合を８７．３％以上（昨年度８７．２％）にする。 

〇年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思い

ますか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する生徒の割合を７７．０％以上

（昨年度７６．９％）にする。 

〇年度末の校内調査における、不登校生徒の在籍比率を前年度（令和６年度末２０．８％ 

４７人／在籍２２６人）より減少させる。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

〇年度末の校内調査における「学校の授業は分かりやすい（楽しい）」に対して、最も肯

定的な回答をする生徒の割合を５３．９％以上（昨年度５３．８％）にする。 

〇年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「当てはま

る」と回答する生徒の割合を４４．２％以上（昨年度４４．１％）にする。 

〇中学生チャレンジテストにおける、国語と数学の平均点の対府比を、同一母集団にお

いて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より０．０１ポイント以上（目標値：現中

２国語０．８８ 数学０．８６ 現中３国語０．８８ 数学０．８２）向上させる。 

〇大阪市英語力調査における CEFR A1 レベル相当以上の英語力を有する中学３年生の割

合（４技能）を２９．２％以上（昨年度２９．１％）にする。 

〇年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは

好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する生徒の割合を５７．５％以上

（昨年度５７．４％）にする。 

【学びを支える教育環境の充実】 

〇授業日において、生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の５

０％以上にする。（昨年度３．７％・〔７日／１９０授業日〕）〔ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日数を除く〕 

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に揚げる教員の勤務時間の上限に関

する基準２〔１年間の時間外勤務時間が 720 時間以下、時間外勤務時間が 45 時間を超える月数６以下、時間外勤務時間が 100 時間を超える月数０、直近２～６

か月の時間外勤務時間の平均が 80 時間を超える月数０、を全て満たす。〕を満たす教職員の割合を７７．０％以上（令和６

年度末７６．９％）にする。 

〇年度末の校内調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的

に回答する生徒の割合を８７．３％以上（昨年度８７．２％）にする。 

【９０．７％と目標を上回った。】 

〇年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思い

ますか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する生徒の割合を７７．０％以上

（昨年度７６．９％）にする。 

【８１．３％と目標を上回った。】 
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〇年度末の校内調査における、不登校生徒の在籍比率を前年度（令和６年度末２０．８％ 

４７人／在籍２２６人）より減少させる。 

【１８．５％（４４人／在籍２３８人・２学期末段階）と前年度より減少した。】 

〇年度末の校内調査における「学校の授業は分かりやすい（楽しい）」に対して、最も肯

定的な回答をする生徒の割合を５３．９％以上（昨年度５３．８％）にする。 

【６０．１％と目標を上回った。】 

〇年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「当てはま

る」と回答する生徒の割合を４４．２％以上（昨年度４４．１％）にする。 

【４４．７％と目標を上回った。】 

〇中学生チャレンジテストにおける、国語と数学の平均点の対府比を、同一母集団にお

いて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より０．０１ポイント以上（目標値：現中

２国語０．８８ 数学０．８６ 現中３国語０．８８ 数学０．８２）向上させる。 

【中２国語０．８４、数学０．９０、中３国語０．９７、数学０．９０と、目標を上回

った教科もあった。】 

〇大阪市英語力調査における CEFR A1 レベル相当以上の英語力を有する中学３年生の割

合（４技能）を２９．２％以上（昨年度２９．１％）にする。 

【４７．１％と目標を上回った。】 

〇年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは

好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する生徒の割合を５７．５％以上

（昨年度５７．４％）にする。 

【６０．２％と目標を上回った。】 

〇授業日において、生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の５

０％以上にする。（昨年度３．７％・〔７日／１９０授業日〕）〔ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日数を除く〕 

【１５．６％（１２月末段階）と目標を下回った。】 

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に揚げる教員の勤務時間の上限に関

する基準２〔１年間の時間外勤務時間が 720 時間以下、時間外勤務時間が 45 時間を超える月数６以下、時間外勤務時間が 100 時間を超える月数０、直近２～６

か月の時間外勤務時間の平均が 80 時間を超える月数０、を全て満たす。〕を満たす教職員の割合を７７．０％以上（令和６

年度末７６．９％）にする。 

【８４．６％（１２月末段階）と目標を上回った。】 
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(様式２) 

大阪市立淀川中学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

〇年度末の校内調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯

定的に回答する生徒の割合を８７．３％以上（昨年度８７．２％）にする。 

〇年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと

思いますか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する生徒の割合を７７．

０％以上（昨年度７６．９％）にする。 

〇年度末の校内調査における、不登校生徒の在籍比率を前年度（令和６年度末２０．

８％ ４７人／在籍２２６人）より減少させる。 

B 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【１－１いじめへの対応】（生活指導部部長） 

年３回のいじめアンケートの実施、いじめ対策委員会の運用をおこない、いじめの

未然防止とともに、発生したいじめ事案に早急に対応する。             
B 

指標 (2 学期末段階での)いじめの未解消件数を０にする。 

取組内容②【１－２不登校への対応】（生徒指導主事） 

担任・学年教員による該当生徒・保護者へのアプローチはもとより、学びルームの

積極的な運用と生活指導部会、いじめ不登校対策委員会や SC 会議等で情報共有をお

こない、学校全体で不登校への対応にあたる。 
B 

指標 (2 学期末段階での)不登校生徒の在籍比率を前年度末（２０．８％）より減少

させる。 

取組内容③【１－３問題行動への対応】（生活指導部部長） 

生徒指導主事、生活指導部長が主導のもと、全教職員で規範意識の高い生徒集団の

育成をおこなう。 A 

指標 生徒アンケートにおける「学校のきまりを守っている」に対して、最も肯定

的な回答をする生徒の割合を６２.７％以上（昨年度６２．６％）にする。 

取組内容④【２－１道徳教育の推進】（道徳教育推進担当） 

道徳教育推進担当が主導のもと、道徳の授業はもとより、学校での教育活動を通じ

て、全教職員で自尊感情が高い生徒集団の育成をおこなう。 A 

指標 生徒アンケートにおける「自分には良いところがあると思う」に対して、最

も肯定的な回答をする生徒の割合を４８．３％以上（昨年度４８．２％）にする。 

取組内容⑤【２－２キャリア教育の充実】（進路指導主事） 

進路指導主事が主導のもと、３年間で職業講話、職場体験学習、高校出前授業、進

路学習などを計画的におこない、全生徒に職業観、進路観を身につけさせる。 
B 

指標 生徒アンケートにおける「自分の将来や就きたい仕事など、自分の進路につ

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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いて考えたことがある」に対して、最も肯定的な回答をする生徒の割合を５２．９％

（昨年度５２．８％）以上にする。 

取組内容⑥【２－３人権を尊重する教育の推進】（人権教育担当・外国人教育担当） 

人権教育担当・外国人教育担当が主導のもと、３年間で障害者差別問題、在日外国

人差別問題、部落差別問題を３つの大きな軸を中心として計画的に取り組みを実施

し、全教職員で人権意識の高い生徒集団の醸成をおこなう。 
A 

指標 生徒アンケートにおける「自分や仲間を大切にしている」に対して、最も肯

定的な回答をする生徒の割合を６６．３％以上（昨年度６６．２％）にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

①２学期末段階でのいじめ未解消件数は０と指標を達成した。 

②２学期末段階での不登校生徒の在籍比率は１８．５％と指標を達成した。不登校生徒へ

の学級担任や学年職員からの連絡はできており、学びルームの継続的な利用もしている。 

③アンケート「学校のきまりを守っている」に対して、最も肯定的な回答をする生徒の割

合は６３．６％と指標を上回った。 

④アンケート「自分には良いところがあると思う」に対して、最も肯定的な回答をする生

徒の割合は５２．９％と指標を上回った。生徒アンケートの肯定的な回答の割合が多くな

るように、各学年で授業に取り組んでいる。 

⑤アンケート「自分の将来や就きたい仕事など、自分の進路について考えたことがある」

に対して、最も肯定的な回答をする生徒の割合は５６．１％と指標を上回った。１学期に

２、３年生では高校出前授業(公立、私立)と事前学習を行い、自身の進路について考えた。

２学期には２年生で SP トランプを行い、自身の性格について考えた。２年生の職業体験を

行った。 

⑥アンケート「自分や仲間を大切にしている」に対して、最も肯定的な回答をする生徒の

割合は７３．３％と指標を上回った。今年度に入り、中国からの生徒が増え、全職員でサ

ポートに当たっている。また、講師を招いての外国人教育も行い、人権教育の強化を図っ

ている。 

次年度への改善点 

①指標を達成しているが、引き続き取り組みを続けていく。 

②次年度も担任、学年職員で不登校生徒への対応を行う。学びルームの継続的な活用を行

う上で、教職員と学びルーム職員間での情報共有を確実なものとする。また、不登校生徒

が安心して登校できるように、状況に応じて個別の対応も行う。 

③次年度も、アンケートの「学校の決まりを守っている」に対する最も肯定的な回答のパ

ーセンテージが上がるように学校全体で取り組みを続けていく。 

④より一層、多面的・多角的に考え、自己の生き方について考えられるよう、ペアワーク

等を取り入れながら様々な考えを共有できるような授業づくりを行う。 

⑤自分の強みや性格を知り、進路に向き合う機会を作っていく。 

⑥部落問題学習について外部講師を招き、研修予定である。 
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(様式２) 

大阪市立淀川中学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

〇年度末の校内調査における「学校の授業は分かりやすい（楽しい）」に対して、最

も肯定的な回答をする生徒の割合を５３．９％以上（昨年度５３．８％）にする。 

〇年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の

考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「当

てはまる」と回答する生徒の割合を４４．２％以上（昨年度４４．１％）にする。 

〇中学生チャレンジテストにおける、国語と数学の平均点の対府比を、同一母集団

において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より０．０１ポイント以上（目標

値：現中２国語０．８８ 数学０．８６ 現中３国語０．８８ 数学０．８２）向

上させる。 

〇大阪市英語力調査における CEFR A1 レベル相当以上の英語力を有する中学３年生

の割合（４技能）を２９．２％以上（昨年度２９．１％）にする。 

〇年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをするこ

とは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する生徒の割合を５７．

５％以上（昨年度５７．４％）にする。 

B 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４誰一人取り残さない学力の向上】（国社数理英教科主任） 

学力向上を第一の目標に、質の高い授業を全学年、全教科でおこなう。《１，２年生のチャレン

ジテストの結果は年度末ぎりぎりまで分からないため、指標の数値目標は３年生のみとする》 
B 

指標 (３年生)中学生チャレンジテストの対府比を前年度２年生時より向上させ

る。（国語 0.88 以上、社会 0.73 以上、数学 0.82 以上、理科 1.02 以上、英語 0.83

以上）  
取組内容②【４－２「主体的・対話的で深い学び」の推進】（校内研修主担・国社

数理音美保体技家英教科主任） 

校内研修主担者の主導のもと、全教員が年間１回の研究授業をおこない、全教職員

が相互に参観し、授業スキルを高める。また、それぞれの教科の特性を活かした「主

体的・対話的で深い学び」の要素を取り入れた授業の展開を積極的におこなう。 
B 

指標 生徒アンケートにおける「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分

の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な

回答をする生徒の割合を４４．２％以上（昨年度４４．１％）にする。 

取組内容③【５－１体力・運動能力向上のための取組の推進】（保体教科主任） 

保健体育科教員が主導のもと、保健体育の授業はもとより、部活動（特に運動部）、

学校行事、日々の教育活動を通じて、全校生徒の体力・運動能力向上を目指す。       

B 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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指標 生徒アンケートにおける「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをする

ことは好きですか」に対して、最も肯定的な回答をする生徒の割合を５７．５％以

上（昨年度５７．４％）にする。 

取組内容④【５－２ 健康教育・食育の推進】（健康教育部長・給食･食育主担者） 

健康教育部長（保健主事も含む）が主導のもと、全校生徒に「規則正しい生活習慣」

「健康なからだづくり」を身につけさせることを目標とする健康教育に関する取り

組みおよび学校保健計画の策定を行う。また、給食・食育主担者が主導のもと、全

校生徒に「食育」に関する取り組みをおこなう。 

B 

指標 生徒アンケートにおける「朝食を毎日食べている」に対して、否定的な回答

をする生徒の割合を１５．８％以下（昨年度１５．９％）にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

①【国語】０．９７と指標を上回った。基礎的な学力向上のため、漢字の小テストなどに

取り組んだ成果が出ていると思われる。今後も引き続き基礎的な学力向上のための取り組

みを続けていく。 

【社会】０．８４と指標を上回った。基礎的学力向上のため、小テストなどの取り組みの

成果だと考えられる。今後も引き続き取り組みを続けたい。  

【数学】０．９０と指標を上回った。日々行っている基礎計算の復習と、各単元における

十分な演習プリント、班学習における対話的・主体的な授業展開の成果が出たと思われる。

今後も引き続き基礎的な学力の向上につながる授業展開に努めたい。 

【理科】０．８４と指標を下回った。昨年度より復習を行う時間が少なかった。Navima を

用いたりして、復習の時間を増やしていく。 

【英語】０．８３と指標を上回った。チャレンジテストの結果が出ていないため、結果が

出次第分析する。基礎学習の定着を継続し、今後も 4 技能習得の学習に取り組んでいく。 

②【研修主担】アンケート「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深

めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な回答をする生徒の

割合は４４．７％と指標を上回った。順調に研究授業を実施できている。 

【国語】自分の考えを記述したものを使って交流し合い、互いに考えを広げたり深めたり

する活動や、単元ごとの振り返りで自分の考えたことなどを言語化するということを進め

た。  

【社会】授業時に教え合いや話し合いの時間を取った。また単元終わりに復習を行い。テ

スト後に再テストを実施した。今後も生徒の主体的な活動を行いたい。 

【数学】単元終わりや、テスト後に再確認として班で演習に取り組み、教え合いを通じて

主体的・対話的な学習活動を行っている。 

【理科】問題を解くときなどに話し合いの時間をつくった。また、主体的に取り組めるよ

うにプリントを用いて、基礎的な問題での総復習を実施した。今後も生徒の主体的な活動

を行いたい。  

【音楽】ペアやグループで自分の考えたことを伝え合う場面を多く作ることができた。ま

た、ICT を用いて一人一人が考えたことを共有できるように取り組んだ。 

【美術】班で作品制作を行うとき、互いの作品を見あったり、やり方を教えあったりして

試行錯誤しながら制作した。 

【保健体育】特に球技の授業で教えあい話し合いの機会を作り、対話を意識した授業を実

践することができた。今後も生徒同士のコミュニケーションが活発な授業を行いたい。  

【技術】実習の単元では、班での役割を決めコミュニケーションを取りながら協力し合え

るよう取り組んだ。 
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【家庭】実験・実習の授業では、生徒が教えあい・学びあう機会を多くもつことができる

よう心掛けている。  

【英語】単元ごとに単語テスト、ペアワークをすることができた。また,デジタルドリル 

など ICT を使う機会を増やすことができた。  

③アンケート「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対

して、最も肯定的な回答をする生徒の割合は６０．２％と指標を上回った。体力・運動技

能の向上を目指すために、さまざまなスポーツを取り入れている。体で表現するもの、道

具を使用するもの、記録向上を目指すものなど、いろいろな可能性を引き出せるように授

業展開することができた。 

④アンケート「朝食を毎日食べている」に対して、否定的な回答をする生徒の割合は１４．

１％と指標を達成した。 

【健康教育】保健美化委員会で、手洗い石鹸の補充、換気などを行い、日々の健康に努め

ている。前期・後期の委員会では、救急救命講習を受講し、それを文化祭で舞台・展示発

表した。また、委員会で応急処置の実習を行い、真剣に取り組んでいた。危機管理意識を

高めることができたと考えている。 

【食育】保健美化委員会で、昼食時に行事食の給食献立の紹介をする放送を行っている。

文化祭で給食についての舞台・展示発表に取り組んだ。外部講師に来ていただき、全学年

で、「早寝・早起き・朝ごはん」について学んだ。2 年生では、教科と連携し、「元気がで

る朝食レシピ」を考え、実際に調理し、朝食の大切さについて考える機会を作り、文化祭

で展示発表した。 

次年度への改善点 

①【国語】今後も基礎的な学力向上のために、漢字の小テストなどを継続していく。 

【社会】傾聴の大切さを理解し、コミュニケーション能力の向上を育成する。 

【数学】基礎学力の向上のために、日々の宿題や小テスト等で十分な量の演習を行うこと

を継続していく。また、ＩＣＴを積極的に活用し、授業展開の工夫に努めていく。 

【理科】基礎学力向上のため、復習のための基礎問題プリントや navima を用いて、自ら問

題を解くことを継続していく。 

【英語】今後も４技能向上のため、単語・文法の理解習得を継続する。また、グループワ

ークなどを取り入れ、主体的・対話的活動を行う。今後も学習時に適宜 ICT を取り入れる。 

②【研修主担】必ず一回は授業見学に行き、講評を記入し提出する。 

【国語】自分の意見を言語化するためにはまず言葉を知らなければならないため、普段の

授業から言葉の知識量を少しでも増やせるように指導・育成していく。 

【社会】次年度も引き続き、主体的・対話的な学習に取り組めるように育成する。 

【数学】次年度でも引き続き、演習時には定期的に班別学習を行い、生徒たちが対話的・

主体的に学べる環境を作っていきたい。 

【理科】わからない問題を教え合うだけでなく、実験、観察時に方法を班ごとに考え、意

見を出し合い、主体的・対話的な部分を育成する。 

【音楽】生徒同士で出し合った意見を、実際に表現に取り入れ、主体的・対話的な学びが

より深まるような活動を行いたい。また、ICT のより有効的な活用方法を模索していく。 

【美術】様々な素材や道具で制作の幅を広げ、ICT を活用しながら作品鑑賞や制作手順の動

画共有など、端末を使い交流する頻度を上げていく。 

【保健体育】ICT を活用しながら主体的・対話的で深い学びを目指し、取り組んでいく。 

【技術】生徒同士で協力し合いながら実習に取り組める環境づくりを行う。また、ICT 機器

の活用やモラルについて学ぶ機会を増やしていく。 
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【家庭】生徒が教えあう授業を増やし、より主体的に学ぶことができるようにしていく。 

【英語】4 技能の向上のため基礎学習を継続し、主体的・対話的な学習を増やしていきたい。 

③様々な単元で多くの運動を取り入れ、運動する楽しさや仲間とのかかわりの大切さを学

ばせたい。 

④【健康教育】保健美化委員会が取り組んでいる救命救急講習や応急処置の実習など、生

徒が興味関心をもって真剣に取り組む姿勢をみることができたので、今後も実践的な取り

組みを続けていきたい。 

【食育】外部講師による講演で、より専門的な内容を興味深く学ぶことができたので、今

後も検討していきたい。 
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(様式２) 

大阪市立淀川中学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

〇授業日において、生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日

の５０％以上にする。（昨年度末３．７％）〔ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日数を除く〕 

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に揚げる教員の勤務時間の上限

に関する基準２〔１年間の時間外勤務時間が 720 時間以下、時間外勤務時間が 45 時間を超える月数６以下、時間外勤務時間が 100 時間を超える月

数０、直近２～６か月の時間外勤務時間の平均が 80 時間を超える月数０、を全て満たす。〕を満たす教職員の割合を７７．０％

以上（令和６年度末７６．９％）にする。 

B 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【６－１ＩＣＴを活用した教育の推進】（ICT 担当） 

生徒に授業や家庭学習などで、ほぼ毎日のように学習者用端末を触るような働きか

けを各教科、各学級、各学年とさまざまな方向からおこなう。また、今年度も全生

徒が「心の天気」を毎日入力するよう、全教員で指導していく。 
C 

指標 (12 月末で)授業日において、生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数

が、年間授業日の５０％以上（昨年度末３．７％）にする。 

取組内容②【７－１働き方改革の推進】（管理職） 

「学校園における働き方改革推進プラン」に基づき、「働き方改革」の意識を全教職

員に醸成する。教育の質を落とすことなく、「４５分授業・週２８コマ」の導入など

を含む業務の効率化や軽減、学校行事や諸会議などの精査や精選を学校全体でおこ

なう。          
B 

指標 (12 月末での) 第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に揚げる教員

の勤務時間の上限に関する基準２を満たす教職員の割合を７７．０％以上（昨年度

末７６．９％）にする。 

取組内容③【基本的な方向９家庭・地域等と連携・協働した教育の推進】（管理職） 

「開かれた学校」を目指すために、学校からの家庭・地域への情報発信を積極的に

おこなう。その際に、従来の紙ベースだけにとらわれることなく、本校ホームペー

ジやミマモルメを効果的に活用する。       
A 

指標 (12 月末での)今年度の本校ホームページのアクセス数を昨年度以上にする。

《昨年度１２月末アクセス数３４１５５（昨年度末４４６３５）》 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

①生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の１５．６％(１２月末段

階)と指標を下回った。しかしながら、１学期は心の天気の入力や navima の活用も指標に

達してはいなかったが、夏休みの活用以降から２学期中盤にかけて活用率が高くなってい

る。 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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②教員の勤務時間の上限に関する基準２を満たす教職員の割合は、８４．６％(１２月末段

階)と指標を上回った。 

③１２月末段階での今年度の本校ホームページのアクセス数は「３８５３０」と指標を上

回った。また、ペーパーレスの観点も踏まえて、本校ホームページやミマモルメも活用で

きている。 

次年度への改善点 

①教科ごとの活用場面の定型化や実践事例の共有を進め、ICT 機器活用を特別な活動ではな

く、日常の学習手段として定着させる。 

②ただし、全教職員の超過勤務が改善されているとはいいきれず、今後も教育の質を落と

すことなく業務の精査、精選につながるよう、内外に理解を求めていく。 

③今後もアクセス数だけにとらわれることなく「必要な情報」を「タイムリー」に発信し、

保護者・地域の方々にも「開かれた学校」と感じていただけるように心がける。 
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(様式３) 

令和７年度  学校関係者評価報告書 
 

 大阪市立淀川中学校 学校協議会 

１ 総括についての評価 

 

 

 

 

２ 年度目標ごとの評価 
 

年度目標：【安全・安心な教育の推進】 

〇年度末の校内調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的に

回答する生徒の割合を８７．３％以上（昨年度８７．２％）にする。【９０．７％と目標

を上回った。】 

〇年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いま

すか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する生徒の割合を７７．０％以上（昨

年度７６．９％）にする。【８１．３％と目標を上回った。】 

年度目標：【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

〇年度末の校内調査における「学校の授業は分かりやすい（楽しい）」に対して、最も肯

定的な回答をする生徒の割合を５３．９％以上（昨年度５３．８％）にする。【６０．１％

と目標を上回った。】 

〇年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを

深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「当てはまる」

と回答する生徒の割合を４４．２％以上（昨年度４４．１％）にする。【４４．７％と目

標を上回った。】 

〇中学生チャレンジテストにおける、国語と数学の平均点の対府比を、同一母集団におい

て経年的に比較し、いずれの学年も前年度より０．０１ポイント以上（目標値：現中２国

語０．８８ 数学０．８６ 現中３国語０．８８ 数学０．８２）向上させる。【中２国

語０．８４、数学０．９０、中３国語０．９７、数学０．９０と、目標を上回った教科

もあった。】 

〇大阪市英語力調査における CEFR A1レベル相当以上の英語力を有する中学３年生の割合

（４技能）を２９．２％以上（昨年度２９．１％）にする。【４７．１％と目標を上回っ

た。】 

〇年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好

きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する生徒の割合を５７．５％以上（昨

年度５７．４％）にする。【６０．２％と目標を上回った。】 

年度目標：【学びを支える教育環境の充実】 

〇授業日において、生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の５

０％以上にする。（昨年度３．７％・〔７日／１９０授業日〕）〔ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日数を除く〕 

【１５．６％（１２月末段階）と目標を下回った。】 

 

学校協議会にて、「運営の計画（最終評価）」「中学校のあゆみ」をもとに、本校の成果や

課題について、協議をおこなった。次年度以降に向けての方向性を改めて確認すること

ができた。 
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〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に揚げる教員の勤務時間の上限に関す

る基準２〔１年間の時間外勤務時間が 720 時間以下、時間外勤務時間が 45 時間を超える月数６以下、時間外勤務時間が 100 時間を超える月数０、直近２～６か月

の時間外勤務時間の平均が 80 時間を超える月数０、を全て満たす。〕を満たす教職員の割合を７７．０％以上（令和６年度

末７６．９％）にする。 

【８４．６％（１２月末段階）と目標を上回った。】 

 

３ 今後の学校園の運営についての意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「ICT 機器やスマートフォンを活用することのメリット・デメリット」「不登校生徒をと

りまく背景」「家庭のあり方」など多岐にわたって意見交換をした。 

〇今後、都島 MeetsNATURE プロジェクト(都島区北部の豊かな自然を学ぶ)を進めることの

想いについて、共有をした。 

〇「習い事の有無」「小学校時代の学力定着度」などにも関連性があるのではないかと問題

提起があった。 


